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北
沢
楽
天
と
は
誰
か

─
漫
画
・
子
ど
も
・
手
塚
治
虫

宮

田

航

平

一
、
北
沢
楽
天
と
「
漫
画
」

埼
玉
県
の
大
宮
公
園
近
く
の
盆
栽
町
に
は
、
日
本
初
の
公
立
漫
画
美
術

館
が
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
、
漫
画
家
の
北
沢
楽
天
が
晩
年
を
過
ご
し
た

「
楽
天
居
」
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
大
宮
市
立
漫
画
会
館
（
現
・
さ
い
た

ま
市
立
漫
画
会
館
）
は
、
楽
天
の
ア
ト
リ
エ
を
保
存
・
公
開
す
る
と
と
も

に
、
常
設
展
示
と
し
て
そ
の
業
績
を
顕
彰
す
る
。

北
沢
楽
天
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
漫
画

会
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
楽
天
の
こ
と
を
「
日
本
近
代
風
刺
漫
画
の

祖
」
と
紹
介
し
て
い
る

。
じ
つ
は
、
日
本
の
近
代
漫
画
は
、
西
洋
の
風

(1)

刺
漫
画
の
影
響
を
受
け
て
誕
生
し
た
。
日
本
初
の
漫
画
雑
誌
と
な
っ
た
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
漫
画
雑
誌
『
パ
ン
チ
』
を
模
し
て
作
ら
れ
た
『
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
ン
チ
』
で
、
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
西
洋
か
ら
本
格
的
な
印
刷
技
術
が
入
っ
て
く
る
な
か
で
、
新
聞
・
雑

誌
な
ど
の
定
期
刊
行
物
が
増
え
て
い
き
、
日
本
で
も
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て

の
風
刺
漫
画
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う

な
時
期
に
大
変
な
人
気
を
集
め
た
の
が
、
「
日
本
近
代
風
刺
漫
画
の
祖
」

と
し
て
の
北
沢
楽
天
で
あ
っ
た
。

『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
に
お
け
る
「
北
沢
楽
天
」
の
項
目
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
九
・
七
・
二
〇
～
昭
和
三
〇
・
八
・
二
五
（1876

～1955

）
漫

画
家
。
埼
玉
県
生
れ
。
本
名
保
次
。
旧
幕
時
代
に
家
が
幕
府
側
小
藩

の
重
役
だ
っ
た
の
で
官
途
を
き
ら
っ
て
明
治
二
八
年
横
浜
に
い
っ
て

米
人
漫
画
家
に
つ
い
て
漫
画
を
描
き
だ
す
。
三
八
年
四
月
漫
画
誌
「
東

京
パ
ッ
ク
」
を
創
刊
、
す
る
ど
い
諷
刺
と
明
快
な
画
風
で
人
気
を
得
、

大
衆
か
ら
楽
天
漫
画
と
い
わ
れ
た
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
は
大
御

所
的
存
在
に
な
り
多
く
の
門
下
を
育
成
し
た
。
没
後
、
郷
里
大
宮
市

に
楽
天
を
記
念
す
る
漫
画
会
館
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
(2)

横
浜
の
「
米
人
漫
画
家
」
と
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
漫
画
家
フ

ラ
ン
ク
・
ナ
ン
キ
ベ
ル
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
、
横
浜
の
外
国

人
居
留
地
に
あ
る
ボ
ッ
ク
ス
・
オ
ブ
・
キ
ュ
リ
オ
ス
社
に
入
社
し
た
楽
天

は
、
同
社
で
週
刊
英
字
新
聞
『
ボ
ッ
ク
ス
・
オ
ブ
・
キ
ュ
リ
オ
ス
』
の
漫

画
欄
を
担
当
し
て
い
た
ナ
ン
キ
ベ
ル
に
漫
画
を
学
び
、
や
が
て
後
任
を
務

め
る
こ
と
と
な
る
。
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漫
画
の
仕
事
を
始
め
た
楽
天
に
目
を
付
け
た
の
が
、
時
事
新
報
社
の
福

沢
諭
吉
と
今
泉
一
瓢
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
二
年
、
二
人
に
招
か
れ
て
同

社
の
絵
画
部
員
と
な
っ
た
楽
天
は
、
週
一
回
の
漫
画
欄
「
時
事
漫
画
」
の

主
筆
と
し
て
、
存
分
に
腕
を
振
る
っ
て
い
く
。

た
だ
し
、
楽
天
が
日
本
初
の
職
業
漫
画
家
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
を

持
つ
に
至
る
ま
で
の
決
定
的
な
契
機
と
し
て
は
、
漫
画
雑
誌
『
東
京
パ
ッ

ク
』
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』

に
は
、
「
東
京
パ
ッ
ク
」
の
項
目
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。

漫
画
雑
誌
。
明
治
三
八
・
四
～
大
正
四
・
一
一
ま
で
確
認
。
北
沢
楽

天
主
宰
。
有
楽
社
発
行
。
四
六
四
倍
判
一
六
ペ
ー
ジ
で
当
初
は
月
二

回
刊
行
。
編
集
プ
ラ
ン
を
楽
天
が
立
て
、
坂
本
繁
二
郎
、
川
端
龍
子
、

森
田
恒
友
、
山
本
鼎
、
石
井
鶴
三
ら
若
い
漫
画
家
が
分
担
し
て
執
筆

し
た
。
い
ち
じ
は
発
行
部
数
五
万
に
達
し
、
「
東
京
ハ
ー
ピ
ー
」
「
上

等
ポ
ン
チ
」
な
ど
追
随
誌
も
出
現
し
た
。
明
治
四
五
年
、
経
営
権
が

中
村
弥
次
郎
か
ら
他
に
移
っ
た
た
め
、
楽
天
は
別
に
「
楽
天
パ
ッ
ク
」

「
家
庭
パ
ッ
ク
」
を
は
じ
め
た
が
、
「
東
京
パ
ッ
ク
」
は
な
お
し
ば

ら
く
続
い
た
。
(3)

ア
メ
リ
カ
の
漫
画
雑
誌
『
パ
ッ
ク
』
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
『
東
京
パ

ッ
ク
』
は
、
日
本
初
の
カ
ラ
ー
漫
画
雑
誌
で
、
漫
画
に
よ
っ
て
埋
め
尽
く

さ
れ
た
大
判
の
誌
面
も
相
ま
っ
て
、
大
変
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
創
刊
当
初
こ
そ
月
刊
で
あ
っ
た
が
、
好
調
な
売
り
上
げ
を

受
け
て
、
翌
年
に
は
月
二
回
刊
行
と
な
り
、
さ
ら
に
は
増
刊
号
『
贅
六
パ

ッ
ク
』
な
ど
も
発
行
す
る
こ
と
で
旬
刊
化
す
る
。

ま
た
、
『
東
京
パ
ッ
ク
』
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
、
『
日
本
近
代
文
学
大

事
典
』
で
は
「
大
正
四
・
一
一
ま
で
確
認
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
も
断

続
的
に
刊
行
が
続
け
ら
れ
て
い
く

。
た
だ
し
、
楽
天
が
直
接
関
わ
っ
た

(4)

の
は
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
『
東
京
パ
ッ
ク
』
（
明
治
三
十
八
年
四
月
～
明

治
四
十
五
年
五
月
）
の
み
で
あ
っ
た
。

『
東
京
パ
ッ
ク
』
か
ら
離
れ
た
楽
天
が
力
を
注
い
だ
の
が
、
新
た
に
創

刊
し
た
『
楽
天
パ
ッ
ク
』
（
明
治
四
十
五
年
～
大
正
三
年
）
と
『
家
庭
パ

ッ
ク
』
（
明
治
四
十
五
年
～
大
正
二
年
）
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
比
較
的
短

命
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
楽
天
が
視
覚
性
を
活
か
し
た
雑
誌
メ
デ

ィ
ア
に
関
心
を
持
ち
、
試
行
錯
誤
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
次
は
ど
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
『
児
童
文
学
事
典
』
の
「
北
沢
楽
天
」
の
項
目
に
あ

る
。
『
児
童
文
学
事
典
』
は
、
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
の
約
十
年
後
に

出
版
さ
れ
た
、
児
童
文
学
・
児
童
文
化
に
関
す
る
事
典
だ
。

東
京
神
田
錦
華
小
学
校
卒
業
後
、
絵
画
研
究
所
で
洋
画
を
学
び
、
の

ち
横
須
賀
の
春
瑞
塾
で
日
本
画
を
修
業
し
た
。
一
八
九
五
年
横
浜
の

英
文
雑
誌
ボ
ッ
ク
ス
・
オ
ブ
・
キ
ュ
ー
リ
オ
ス
社
に
入
社
。
漫
画
家

フ
ラ
ン
ク
・
ナ
ン
ケ
ベ
ル
に
師
事
し
、
同
誌
に
作
品
を
発
表
し
て
認

め
ら
れ
た
。
九
九
年
福
澤
諭
吉
に
招
か
れ
、
時
事
新
報
社
に
移
り
、

政
治
風
刺
漫
画
を
描
き
、
〈
楽
天
漫
画
〉
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
一
九
〇
五
年
（
明

）
「
東
京
パ
ッ
ク
」
を
創
刊
、
十
数
万

38

部
を
発
行
し
、
漫
画
ブ
ー
ム
を
つ
く
り
、
多
く
の
門
下
生
を
育
て
た
。

一
四
年
羽
仁
も
と
子
に
よ
っ
て
「
子
供
之
友
」
が
創
刊
さ
れ
る
と
積

極
的
に
協
力
す
る
。
二
九
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
一
年
半

の
旅
を
し
、
途
中
パ
リ
で
日
本
の
風
俗
画
の
個
展
を
開
く
。
第
二
次

大
戦
後
は
郷
里
大
宮
市
に
住
み
、
自
適
の
生
活
を
送
っ
た
。
旧
居
跡
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（
大
宮
市
盆
栽
町
一
五
〇
番
地
）
は
現
在
、
楽
天
記
念
大
宮
市
立
漫

画
会
館
と
な
り
、
漫
画
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
公
開
さ
れ
て

い
る
。
(5)

じ
つ
は
、
こ
の
十
年
の
間
に
、
北
沢
楽
天
顕
彰
会
に
よ
り
『
楽
天
漫
画

集
大
成
（
全
三
巻
）
』
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
～
昭
和

五
十
一
年
五
月
）
や
『
楽
天
』
（
北
沢
楽
天
顕
彰
会
、
昭
和
五
十
五
年
五

月
）
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
楽
天
の
伝
記
的
・
書
誌
的
な
整
理
が
進
め
ら

れ
て
き
た
状
況
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
漫
画
・
風
刺
画
研
究
者
の
清
水
勲
が
関
わ
る

『
近
代
漫
画
（
全
六
巻
）
』
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
十
年
五
月
～
昭
和
六
十

一
年
五
月
）
や
『
漫
画
雑
誌
博
物
館
（
全
十
二
巻
）
』
（
国
書
刊
行
会
、
昭

和
六
十
一
年
六
月
～
昭
和
六
十
二
年
五
月
）
が
発
行
さ
れ
、
『
復
刻
版

東
京
パ
ッ
ク
（
全
八
巻
）
』
（
龍
溪
書
舎
、
昭
和
六
十
年
五
月
～
平
成
十
二

年
五
月
）
の
刊
行
も
始
ま
る
な
ど
、
戦
前
に
漫
画
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
・

雑
誌
の
紹
介
や
復
刻
が
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
先
の
事
典
項
目
は
、
そ
れ

ら
の
研
究
の
成
果
が
反
映
さ
れ
た
記
述
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
新
た
な
記
述
と
し
て
注
目
し
た
い
の
が
、
『
子
供
之
友
』
へ
の

楽
天
の
関
わ
り
で
あ
る
。
『
楽
天
パ
ッ
ク
』
や
『
家
庭
パ
ッ
ク
』
の
次
の

挑
戦
と
し
て
、
楽
天
は
ど
の
よ
う
に
『
子
供
之
友
』
に
関
わ
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
。

二
、
北
沢
楽
天
と
「
子
ど
も
」

西
洋
か
ら
入
っ
て
き
た
本
格
的
な
印
刷
技
術
は
、
『
東
京
パ
ッ
ク
』
な

ど
の
漫
画
雑
誌
を
生
み
出
し
た
が
、
同
じ
く
視
覚
性
を
重
視
す
る
絵
雑
誌

の
創
刊
も
後
押
し
し
た
。
特
に
絵
雑
誌
は
、
大
正
自
由
教
育
運
動
と
も
密

接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
誌
面
を
作
っ
て
い
く
。
楽
天
が
関
わ
っ
た
『
子
供

之
友
』
も
、
そ
の
絵
雑
誌
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

一
九
一
四
年
（
大
３
）
四
月
創
刊
。
家
庭
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

月
刊
総
合
雑
誌
、
四
三
年
一
二
月
用
紙
制
限
に
よ
る
休
刊
ま
で
三
五

七
冊
刊
行
。
婦
人
之
友
社
の
羽
仁
吉
一
が
編
集
兼
発
行
人
を
務
め
、

主
幹
羽
仁
も
と
子
、
絵
画
主
任
北
沢
楽
天
、
編
集
主
任
河
井
酔
茗
で

出
発
。
一
七
年
よ
り
野
辺
地
天
馬
、
二
九
年
上
沢
謙
二
、
三
〇
年
羽

仁
説
子
が
編
集
に
参
画
。
二
三
年
か
ら
自
由
画
選
評
に
山
本
鼎
、
二

六
年
か
ら
自
由
詩
選
評
に
西
条
八
十
、
河
井
酔
茗
が
当
た
る
。
絵
画

は
北
沢
楽
天
、
竹
久
夢
二
、
村
山
知
義
、
武
井
武
雄
、
岡
落
葉
、
田

中
良
、
清
水
良
雄
、
岡
本
帰
一
、
川
上
四
郎
、
河
目
悌
二
、
深
沢
省

三
、
深
沢
紅
子
、
夏
川
八
朗
（
柳
瀬
正
夢
）
、
木
下
繁
ら
、
文
は
編

集
長
を
務
め
た
前
記
四
名
の
ほ
か
に
村
山
籌
子
、
西
条
八
十
、
与
謝

野
晶
子
、
北
原
白
秋
、
水
谷
ま
さ
る
、
葛
原

、
武
田
雪
夫
ら
が
執

筆
。
［
…
］
新
し
い
教
育
雑
誌
を
め
ざ
し
子
ど
も
の
興
味
に
関
心
が

払
わ
れ
、
切
り
抜
き
絵
、
観
音
開
き
、
か
ら
く
り
絵
な
ど
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
た
。
［
…
］
毎
号
掲
載
さ
れ
た
絵
ば
な
し
『
甲
子
上
太
郎
』

か
ら
「
甲
子
上
太
郎
生
活
新
聞
」
が
、
村
山
知
義
、
籌
子
に
よ
る
連

載
『
三
匹
の
小
熊
さ
ん
』
か
ら
線
映
画
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
生

ま
れ
、
読
者
と
の
交
流
を
豊
か
に
し
た
。
(6)

婦
人
之
友
社
は
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
雑
誌
『
婦
人
之
友
』
（
明
治

四
十
一
年
～
）
の
創
刊
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
「
家
庭
」
や
「
生
活
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
『
婦
人
之
友
』
は
、
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
も
扱
っ
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て
い
く
な
か
で
、
『
子
供
之
友
』
の
創
刊
を
準
備
し
て
い
く
。

詩
人
の
河
井
酔
茗
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
『
子
供
之
友
』
の
初
代
絵

画
主
任
と
な
っ
た
楽
天
は
、
表
紙
を
は
じ
め
と
す
る
雑
誌
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル

面
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
楽
天
が
手
が
け
た
『
子
供
之

友
』
の
表
紙
に
つ
い
て
、
松
本
育
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

楽
天
が
手
が
け
た
連
続

回
は
同
誌
に
お
い
て
同
じ
画
家
が
手
が

41

け
た
最
長
記
録
で
あ
り
、
モ
チ
ー
フ
や
作
風
、
構
図
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
最
も
富
み
、『
子
供
之
友
』
に
お
い
て
は
『
東
京
パ
ッ
ク
』（
１

９
０
５
年
創
刊
、
有
楽
社
）
に
代
表
さ
れ
る
グ
ロ
テ
ス
ク
で
辛
辣
な

特
性
は
鳴
り
を
ひ
そ
め
、
子
ど
も
像
を
通
じ
て
多
彩
な
表
現
を
展
開

し
た
。
［
…
］
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
楽
天
が
『
時
事
新
報
』
の
「
時

事
漫
画
」
等
で
生
み
出
し
た
個
性
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
「
茶
目
」

や
「
と
ん
だ
は
ね
子
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
。
魅
力
的
な
子

ど
も
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
人
気
を
得
た
楽
天
の
力
量
が
『
子
供
之
友
』

で
も
発
揮
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
と
健
全
な
笑
い
に
満
ち
た
作
風
で
表
紙

を
賑
わ
せ
た
。
(7)

松
本
は
、
楽
天
が
手
が
け
て
き
た
風
刺
漫
画
と
の
描
き
方
の
違
い
を
強

調
す
る
一
方
で
、
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
連
続
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

「
楽
天
漫
画
」
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
風
刺
漫
画
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く

な
る
が
、
『
時
事
新
報
』
や
『
家
庭
パ
ッ
ク
』
、
『
子
供
之
友
』
な
ど
の
新

聞
・
雑
誌
に
描
い
て
い
た
子
ど
も
向
け
漫
画
は
、
楽
天
の
仕
事
を
ト
ー
タ

ル
に
把
握
す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
で
「
北
沢
楽
天
」
の
項
目
を
担
当
し
た
清

水
勲
は
、
子
ど
も
向
け
漫
画
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

時
事
新
報
社
へ
入
社
。
同
社
に
三
〇
年
間
勤
め
、
日
曜
付
録
「
時
事

漫
画
」
、
雑
誌
「
少
年
」
な
ど
の
編
集
に
か
か
わ
る
。
ま
た
そ
の
「
少

年
」
の
一
九
〇
四
年
一
〇
月
号
よ
り
、
〇
七
年
六
月
号
ま
で
、
毎
月

の
よ
う
に
童
話
や
絵
噺
を
掲
載
し
た
。
［
…
］
〇
八
年
、
有
楽
社
よ

り
創
刊
の
子
ど
も
雑
誌
「
フ
レ
ン
ド
」
の
編
集
に
も
か
か
わ
り
、
〇

三
年
創
刊
の
「
少
年
」
（
時
事
新
報
社
）
と
同
様
に
子
ど
も
漫
画
を

盛
ん
に
描
く
。
［
…
］
〇
二
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
時
事
新
報
日
曜
漫

画
欄
「
時
事
漫
画
」
に
い
く
つ
か
の
連
載
漫
画
を
描
く
が
、
そ
の
中

に
茶
目
・
凸
坊
と
い
う
子
ど
も
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
登
場
さ
せ
流
行

語
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
を
得
る
。
彼
ら
は
子
ど
も
漫
画
に
お
け
る
最

初
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
っ
た
。
前
述
の
「
家
庭
パ
ッ
ク
」
や
一
四
年
創

刊
の
「
子
供
之
友
」
（
婦
人
之
友
社
）
に
も
楽
天
の
子
ど
も
漫
画
や

童
画
が
数
多
く
描
か
れ
た
。
大
正
期
の
「
時
事
漫
画
」
欄
や
日
曜
付

録
「
時
事
漫
画
」
に
も
子
ど
も
漫
画
欄
が
設
け
ら
れ
て
、
楽
天
・
小

川
治
平
・
長
崎
抜
天
ら
が
執
筆
し
た
。
二
五
年
三
月
、
「
時
事
漫
画
」

は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
掲
載
し
て
人
気
を
得
、
大
流
行
の
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
た
。
二
八
年
二
月
、
「
時
事
漫
画
」
は
「
と
ん
だ
は

ね
子
」
を
連
載
す
る
。
こ
れ
は
お
て
ん
ば
少
女
を
主
人
公
に
し
た
本

格
的
な
六
コ
マ
連
載
漫
画
で
、
少
女
漫
画
の
原
点
と
な
る
作
品
で
あ

る
。
(8)

じ
つ
は
、
楽
天
が
勤
め
て
い
た
時
事
新
報
社
で
は
、
雑
誌
『
少
年
』
や

子
ど
も
雑
誌
『
フ
レ
ン
ド
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
楽
天
は
そ
の
編
集
に
携

わ
る
と
と
も
に
、
自
身
も
子
ど
も
向
け
漫
画
を
発
表
し
て
い
っ
た
。
『
時
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事
新
報
』
や
『
家
庭
パ
ッ
ク
』
、
『
子
供
之
友
』
に
発
表
さ
れ
た
作
品
は
、

そ
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

そ
れ
は
、
『
時
事
新
報
』
の
日
曜
附
録
と
し
て
独
立
し
た
『
時
事
漫
画
』

（
大
正
十
年
二
月
～
昭
和
六
年
六
月
）
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
雑
誌

の
形
に
近
づ
い
た
こ
と
で
、
『
東
京
パ
ッ
ク
』
な
ど
と
同
じ
く
カ
ラ
ー
刷

り
と
な
る
の
だ
が
、
楽
天
漫
画
の
カ
ラ
ー
化
は
徹
底
し
て
お
り
、
の
ち
に

刊
行
さ
れ
る
『
楽
天
全
集
（
全
七
巻
）
』
（
ア
ト
リ
エ
社
、
昭
和
五
年
十
月

～
昭
和
六
年
四
月
、
全
九
巻
刊
行
予
定
の
う
ち
第
四
巻
・
第
八
巻
は
未
刊
）

も
、
全
集
と
し
て
は
珍
し
い
全
頁
カ
ラ
ー
刷
り
と
な
っ
て
い
る
。

楽
天
が
「
現
代
漫
画
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
清
水
は
「
漫

画
の
カ
ラ
ー
化
」
、
「
新
聞
の
日
曜
漫
画
特
集
版
づ
く
り
」
、
「
漫
画
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
づ
く
り
」
、
「
漫
画
制
作
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
化
」
を
挙
げ
て
い

る
が

、
昭
和
七
年
に
時
事
新
報
社
を
退
社
し
、
翌
八
年
に
は
自
宅
ア
ト

(9)

リ
エ
に
「
楽
天
漫
画
ス
タ
ジ
オ
（
三
光
漫
画
ス
タ
ジ
オ
）
」
を
設
け
た
こ

と
で
、
楽
天
は
「
現
代
漫
画
の
父
」
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

三
、
楽
天
と
「
手
塚
治
虫
」

「
現
代
漫
画
の
父
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
か
に
見
え
た
楽
天
で

あ
る
が
、
大
正
期
に
人
気
を
博
し
た
岡
本
一
平
の
評
伝
の
タ
イ
ト
ル
は
『
漫

画
と
小
説
の
は
ざ
ま
で
―
現
代
漫
画
の
父
・
岡
本
一
平
』
（
文
芸
春
秋
、

平
成
六
年
二
月
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
増
補

一
平
全
集
（
全
二

十
巻
）
』
（
大
空
社
、
平
成
二
年
十
月
～
平
成
三
年
十
二
月
）
の
編
集
を
務

め
た
清
水
勲
と
湯
本
豪
一
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
全
集
の
編
集
作
業
を

経
て
、
一
平
に
「
現
代
漫
画
の
父
」
を
見
る
よ
う
な
修
正
が
加
え
ら
れ
た

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
人
の
間
に
「
近
代
漫
画
／
現
代

漫
画
」
を
隔
て
る
も
の
が
見
出
さ
れ
た
の
だ
。

子
ど
も
向
け
漫
画
に
注
目
し
た
竹
内
オ
サ
ム
は
、
「
楽
天
／
一
平
」
を

対
比
さ
せ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

奇
想
天
外
な
物
語
構
成
や
ヒ
ー
ロ
ー
の
活
躍
と
い
う
、
今
日
数
多
く

み
ら
れ
る
子
ど
も
漫
画
の
原
型
は
、
明
治
期
の
楽
天
よ
り
も
大
正
期

の
岡
本
一
平
の
〈
絵
ば
な
し
〉
に
、
そ
の
先
駆
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
ヒ
ー
ロ
ー
像
や
コ
マ
展
開
な
ど
に
お
い
て
は
、
楽

天
よ
り
も
一
平
の
仕
事
の
方
に
、
今
日
に
つ
な
が
る
子
ど
も
漫
画
の

流
れ
を
感
知
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
(10)

こ
こ
で
は
、
一
平
漫
画
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
、
「
現
代
漫
画
」
の
条

件
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

じ
つ
は
、
手
塚
治
虫
も
、
「
楽
天
／
一
平
」
を
対
比
的
に
捉
え
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
円
本
ブ
ー
ム
に
刊
行
さ
れ
た
『
楽
天
全
集
（
全
七
巻
）
』

（
ア
ト
リ
エ
社
、
昭
和
五
年
十
月
～
昭
和
六
年
四
月
）
と
『
一
平
全
集
（
全

十
五
巻
）
』
（
先
進
社
、
昭
和
四
年
六
月
～
昭
和
五
年
八
月
）
が
実
家
に
あ

り
、
小
学
生
の
頃
か
ら
読
ん
で
い
た
と
い
う
手
塚
は
、
「
楽
天
の
絵
は
す

ご
く
外
国
マ
ン
ガ
に
近
く
て
、
一
平
の
マ
ン
ガ
は
ど
こ
か
仏
く
さ
い
」
と

い
う
言
葉
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

何
よ
り
好
き
だ
っ
た
の
は
、
楽
天
の
世
相
漫
画
で
し
た
。
そ
れ
も

主
人
公
が
特
定
の
性
格
を
も
っ
て
い
て
、
ず
う
っ
と
続
い
て
い
た
も

の
な
ど
で
す
ね
。
［
…
］
最
先
端
の
風
俗
を
ぱ
っ
と
取
り
入
れ
て
、

一
つ
の
象
徴
に
し
た
て
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。
一
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
ね
。
こ
の
庶
民
性
、
機
知
と
い
う
か
、
こ
う
い
う
も
の
が
、
ぼ
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く
は
一
般
庶
民
に
す
ご
く
受
け
た
ん
だ
ろ
う
と
思
う
し
、
ぼ
く
な
ん

か
も
、
そ
れ
で
お
も
し
ろ
が
っ
て
読
ん
で
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
き
ち
ん
と
性
格
が
描
き
分
け
て
あ
っ
て
、
そ
の
性
格
の
描
き
分
け

方
が
、
ぼ
く
の
漫
画
に
す
ご
く
影
響
を
与
え
て
る
ん
で
す
。
(11)

一
平
で
は
な
く
、
楽
天
か
ら
の
影
響
に
言
及
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

手
塚
は
楽
天
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
ほ
う
に
、
「
現
代
漫
画
」
や
自
身

の
漫
画
と
の
連
続
性
を
見
出
し
て
い
る
の
だ

。
(12)

他
に
も
手
塚
は
、
「
楽
天
の
タ
ッ
チ
な
り
ア
イ
デ
ア
の
中
に
、
国
際
的

な
に
お
い
が
し
て
、
国
際
カ
ラ
ー
の
政
治
マ
ン
ガ
が
描
け
て
、
そ
れ
が
『
時

事
新
報
』
の
福
沢
諭
吉
に
、
買
わ
れ
た
理
由
だ
と
思
う
わ
け
で
す
」
、
「
楽

天
は
硬
派
、
硬
い
タ
ッ
チ
で
あ
り
な
が
ら
、
外
へ
外
へ
と
問
題
提
示
を
広

げ
て
い
っ
」
た
の
に
対
し
、
一
平
は
「
世
界
の
中
で
日
本
は
ど
う
か
と
い

う
よ
う
な
、
国
際
的
な
視
野
で
の
風
刺
と
か
批
評
は
、
ま
っ
た
く
彼
の
興

味
の
外
」
で
「
中
へ
中
へ
と
自
分
を
ひ
き
込
ん
で
い
っ
」
た
、
と
の
印
象

も
語
っ
て
い
る

。
(13)

手
塚
が
言
う
よ
う
に
、
『
東
京
パ
ッ
ク
』
に
は
国
際
漫
画
雑
誌
と
し
て

の
側
面
も
あ
っ
た
。
漫
画
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
注
目
す
る
と
、
楽
天
が
主

宰
し
た
第
一
次
『
東
京
パ
ッ
ク
』
に
は
、
英
文
だ
け
で
な
く
中
国
文
も
併

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
よ
う
な
楽
天
の
「
国
際
的
な
に
お

い
」
（
手
塚
治
虫
）
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
良
い
だ
ろ
う
か

。
楽
天

(14)

自
身
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

東
京
パ
ッ
ク
の
創
刊
は
時
恰
も
日
露
の
戦
争
に
際
し
、
我
軍
連
勝

し
て
国
民
衝
天
の
意
気
を
其
ま
ゝ
漫
画
に
表
は
し
た
の
で
大
い
に
時

好
に
投
じ
発
行
部
数
は
当
時
の
刊
行
物
の
レ
コ
ー
ド
を
破
っ
た
。

東
京
パ
ッ
ク
は
世
界
の
最
強
国
に
勝
ち
た
る
新
興
日
本
を
知
ら
ん

と
す
る
列
国
民
の
為
め
に
日
本
の
国
情
を
理
解
せ
し
め
、
日
本
人
の

意
気
を
発
揚
せ
し
め
ん
と
の
抱
負
の
下
に
所
載
の
漫
画
全
部
を
英
語

と
支
那
語
を
以
て
解
説
を
加
へ
た
為
め
海
外
に
も
多
く
流
布
す
る
に

至
っ
た
。
こ
れ
等
の
計
画
は
す
べ
て
パ
ッ
ク
の
発
行
元
、
有
楽
社
主

の
方
寸
に
出
で
た
る
も
の
に
て
其
慧
眼
に
感
服
し
た
の
で
あ
る
。
(15)

風
刺
画
や
漫
画
は
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
て
も
、

同
時
代
の
文
脈
を
押
さ
え
な
け
れ
ば
十
分
に
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
一
方

で
、
読
者
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
文
字
を
超
え
て
、
文
脈
を
付
与
す
る
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。

楽
天
や
第
一
次
『
東
京
パ
ッ
ク
』
が
行
っ
た
「
風
刺
」
と
は
何
だ
っ
た

の
か
。
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
あ
ら
た
め
て
同
時
代
の
漫

画
家
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
時
代
状
況
と
丁
寧

に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
「
風
刺
」
の
文
脈
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
／
ス
ト
ー
リ
ー
」
に
回
収
さ
れ
な

い
漫
画
の
問
題
が
、
眠
っ
て
い
る
か
も
れ
な
い
。

「
日
本
近
代
風
刺
漫
画
の
祖
」
で
あ
る
北
沢
楽
天
と
は
、
未
来
に
向
け

て
「
漫
画
と
は
何
か
」
を
問
い
か
け
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
の
だ
。
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注

（
１
）
「
漫
画
会
館
―
北
沢
楽
天
・
漫
画
の
ル
ー
ツ
―
（https://w

w
w

.city.saitam
a.jp/004/005

/002/003/001/001/m
angahum

or.htm
l

、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
閲
覧
）
。

（
２
）
加
太
こ
う
じ
「
北
沢
楽
天
」
（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典

第

一
巻
』
講
談
社
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
）
、
四
百
八
十
三
頁
。

（
３
）
石
井
潤
「
東
京
パ
ッ
ク
」
（
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典

第
五

巻
』
講
談
社
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
）
、
二
百
八
十
七
頁
。

（
４
）
『
東
京
パ
ッ
ク
』
の
刊
行
期
間
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
第
一
次
」
（
明

治
三
十
八
年
四
月
～
明
治
四
十
五
年
五
月
）
、
「
第
二
次
」
（
明
治
四
十
五
年
六
月
～
大

正
四
年
十
二
月
）
、
「
第
三
次
」
（
大
正
八
年
八
月
～
大
正
十
二
年
六
月
）
、
「
第
四
次
」

（
昭
和
三
年
七
月
～
昭
和
十
六
年
三
月
）
。

（
５
）
関
口
安
義
「
北
沢
楽
天
」（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
児
童
文
学
事
典
』
東
京
書
籍
、

昭
和
六
十
三
年
四
月
）
、
百
九
十
頁
。

（
６
）
斎
藤
寿
始
子
「
子
供
之
友
」
（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
児
童
文
学
事
典
』
東
京
書

籍
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
）
、
二
百
七
十
三
頁
。

（
７
）
松
本
育
子
「
画
家
た
ち
が
描
い
た
『
子
供
之
友
』
の
表
紙

―
そ
の
表
現
を
め
ぐ

っ
て
」
（
松
本
育
子
・
高
木
佳
子
編
『
描
か
れ
た
大
正
モ
ダ
ン
・
キ
ッ
ズ

婦
人
之
友

社
『
子
供
之
友
』
原
画
展
』
刈
谷
市
美
術
館
・
板
橋
区
立
美
術
館
、
平
成
二
十
八
年

二
月
）
、
二
百
頁
。

（
８
）
清
水
勲
「
北
沢
楽
天
」
（
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
編
『
日
本
児
童
文
学
大
事
典

第

一
巻
』
大
日
本
図
書
、
平
成
五
年
十
月
）
、
二
百
四
十
四
～
二
百
四
十
五
頁
。

（
９
）
清
水
勲
「
北
澤
楽
天
（
一
八
七
六
～
一
九
五
五
）
」
（
酒
井
忠
康
・
清
水
勲
編
『
大

正
前
期
の
漫
画

近
代
漫
画
Ⅴ
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
）
、
四
十
七
頁
。

（

）
竹
内
オ
サ
ム
『
子
ど
も
マ
ン
ガ
の
巨
人
た
ち

―
楽
天
か
ら
手
塚
ま
で
』
三
一
書

10
房
、
平
成
七
年
九
月
、
二
十
七
頁
。

（

）
手
塚
治
虫
・
石
子
順
『
手
塚
治
虫

漫
画
の
奥
義
』（
講
談
社
、
平
成
四
年
十
二
月
）
、

11

三
十
～
三
十
一
頁
。

（

）
大
塚
英
志
は
、
楽
天
漫
画
を
取
り
上
げ
た
う
え
で
、
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
「
俳
優
」

12
と
み
な
す
感
覚
は
手
塚
治
虫
の
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と
説
明

し
て
い
る
（
大
塚
英
志
／
作
、
ひ
ら
り
ん
／
ま
ん
が
『
ま
ん
が
で
わ
か
る
ま
ん
が
の

歴
史
』
角
川
書
店
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
、
三
十
二
頁
）
。

（

）
注
（

）
前
掲
書
、
二
十
二
～
二
十
四
頁
。

13

11

（

）
楽
天
が
昭
和
十
七
年
に
結
成
さ
れ
た
「
日
本
漫
画
奉
公
会
」
で
会
長
を
務
め
た
こ

14
と
は
、
「
国
際
的
な
に
お
い
」
（
手
塚
治
虫
）
と
つ
な
が
る
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
「
楽
天
漫
画
ス
タ
ジ
オ
（
三
光
漫
画
ス
タ
ジ
オ
）
」
開
設
以
降
の
楽
天
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
今
後
の
進
展
が
俟
た
れ
る
。

（

）
北
沢
楽
天
「
明
治
時
代
の
漫
画

―
東
京
パ
ッ
ク
を
中
心
と
せ
る
」
（
『
楽
天
漫
画

15
集
成

明
治
編
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
〔
初
出
＝
『
東
陽
』
昭

和
十
一
年
十
月
〕
）
、
二
百
十
九
頁
。
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